






























α を項構造（argument structure），イベント構造（event structure），クオ
リア構造（qualia structure），語彙継承構造（lexical inheritance structure）
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の四つ組として表現する。











“John began a book”では“a book”が event として解釈される。こ
の場合は，“book”の目的クオリアの read′(e, w, x) という情報が参照さ
れる（e, w, x はそれぞれイベント項，動作主，本である）。
選択束縛（selective binding）　α がタイプ <a,a> の関数で β がタイプ b の項
であり，かつ β がタイプ a のクオリア q を持っているならば，αβ にお
いて α は実際には β ではなく q に適用されるというもの。例えば，“a 
fast typist”で，“fast”は“typist”の目的クオリア type′(e, x) に適用




の主体クオリアに bake-act(e, w, y) という情報が記録されていることに











　この構造は，次のような λ 表現と等価である 1。




















の目的クオリアに対して 適用される（cf. Pustejovsky（1995, p.128））。
図 3　“a fast typist”
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　Pustejovsky（1995）による選択束縛の定義は以下の通りである。
 （10）選択束縛（Pustejovsky, 1995, p.129） 
　　 　α がタイプ <a,a>，β がタイプ b であり，β のクオリア構造 QSβ がタイプ 
a のクオリア q を持つならば，αβ はタイプ b であり，〚αβ〛= β ∩ α(qβ) で
ある。




























タイプが <body,t> か ら <human,t> へとシフトしている。構成的演算の過程
を説明するために，「ジョン」を e ではなく，<<e,t>,t> のタイプの関数 λPP







 （14）タイプ強制（Pustejovsky, 1995, p.111）




　　　  α がタイプ c であり，β がタイプ <a,b> であるならば，
　　　  （ i ）　 タイプ c = a ならば β(α) はタイプ b である。
　　　  （ ii ）　 σ(α) がタイプ a の表現となるような σ∈Σα が存在するならば，
β(σ(α)) はタイプ b である。
　　　  （iii）　 さもなければタイプエラーが発生する。
　図 4 では，α が「顔」，β が「ジョン」に相当する。タイプ a, b, c はそれぞれ，




ない。そこで，ここでは α の任意のクオリアの値を qα として，σ を次のよう
に定義しておく。
　（16）σ(α) =λx∃y[qα(x, y) ∧ α(y)] 
　この定義によって，変換後の表示が，変換前の α の全体をそのまま含み込む
ことになる。図 4 の例では，以下のようになる。これにより図 4 を修正する
必要があるが，右の枝 を下記のものに差し替えるだけなので，ここでは省略
する。







































































割り振られ，ウナギには product という役割が割り振られる。consumer は
<consumer,t> という述語を要求し，product は目的クオリアとして consume′
(x:consumer, y) という <consumer,t> タイプの述語を持つ。タイプ強制により，
consumer は product の目的クオリアを述語として取ることになる。これはお
およそ，次のように定義することができる。
　（20）発話場面によって供給される役割を伴う関数適用
　　　   発話場面 S において，関与者 α と β に対してそれぞれ役割 γ と δ が割






　　　  = λP:〈consumer, t〉[P(j) ∧ consumer′(j) ...]
 （22）ρ(unagi, product)
　　　  =  λx[unagi′(x) ∧ product′(x) ∧ ... tel ic = λy:consumer[consume′(y, x)] ...]
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では y の「色」の値が x であることを color′(y, x) と書き，x が color のタイプ







　（27） ａ. 東京タワーは，高さは 300m である。
　　　 ｂ. 東京タワーは，幅は 300m である。
　　　 ｃ. 東京タワーは，奥行きは 300m である。
























　（29）この製品は { 金属製 / 日本製 / A 社製 } だ。
　（30）この製品は { 子供用 / 三人用 / 屋外用 / キャンプ用 } だ。
　（31）{ 日本産 / A 氏作 / 東京生まれ / 初心者向き / ... }
　これらの表現は対象の材質，生産地，生産者，使用者，使用場所，用途など





































作主クオリアの適切な述語と結び付けられる。例えば，「A 社」は create′ の u






































１　Pustejovsky（1995, p.78）の以下の記述，およびほぼ同内容の Pustejovsky （1991, 
p.429）の記述を参照。
　　　（35） 
　　This is equivalent to the λ-expression below, as a partial denotation of the 
noun semantics for novel: 
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